
夏

祭

は

猛

暑

も

吹

き

飛

ば

す

夏

の

風

物

詩

。

古

来

農

村

の

春

・

秋

祭

は

稲

の

豊

作

に

深

く

関

わ

る

も

の

で

祭

の

主

流

で

し

た

。

そ

れ

と

別

に

中

世

以

降

に

都

市

部

に

お

い

て

夏

の

疫

病

鎮

め

や

暑

気

祓

い

の

祭

と

し

て

発

展

し

た

の

が

夏

祭

で

す

。

当

社

で

は

例

年

通

り

無

病

息

災

を

願

う

献

湯

神

事

、

大

祭

式

を

執

り

行

い

ま

す

。

神

楽

奉

納

は

拝

殿

ご

昇

殿

に

て

承

り

、

よ

り

間

近

に

巫

女

神

楽

を

お

受

け

頂

け

ま

す

。

神

賑

行

事

に

つ

い

て

は

後

日

境

内

掲

示

に

て

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

社

務

所

に

て

夏

祭

神

饌

料

を

承

り

ま

す

。

拝

受

賜

り

ま

す

と

、

祭

当

日

に

拝

殿

ご

昇

殿

に

て

神

楽

奉

納

、

撤

下

品

授

与

、

奉

納

者

名

を

掲

示

板

に

掲

示

。

詳

し

く

は

社

務

所

ま

で

。

当

社

末

社

の

春

日

社

は

春

日

大

神

・

住

吉

大

神

・

廣

渕

善

直

命

(

第

四

代

宮

司

)

を

お

祀

り

す

る

三

社

相

殿

の

大

神

で

す

。

古

く

よ

り

お

祀

り

す

る

大

神

様

で

す

が

、

明

治

十

八

年

の

大

水

害

に

よ

る

社

殿

決

壊

の

後

は

長

く

祭

祀

さ

れ

ず

、

時

は

降

り

昭

和

三

十

年

五

月

十

日

に

現

社

殿

が

再

興

さ

れ

ま

し

た

。

し

か

し

近

年

で

は

老

朽

化

も

著

し

く

、

こ

の

た

び

ご

神

徳

の

益

々

の

宣

揚

を

図

る

べ

く

、

新

た

に

社

殿

を

造

営

す

る

運

び

と

な

り

ま

し

た

。

つ

き

ま

し

て

は

篤

志

者

の

浄

財

御

寄

進

を

仰

ぎ

、

氏

子

崇

敬

者

様

の

ご

奉

賛

を

賜

り

た

く

存

じ

ま

す

。

な

に

と

ぞ

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

御

寄

進

は

社

務

所

受

付

に

て

承

り

ま

す

。

社

殿

竣

工

及

び

御

遷

座

は

本

年

秋

の

予

定

で

す

。

日

時

な

ど

詳

細

は

後

日

境

内

掲

示

に

て

お

知

ら

せ

し

ま

す

。
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社
報
第
五
号

大

宮

神

社

旭
区
大
宮

三
の
一
の
三
七

大

宮

神

社

社

報

神

功

皇

后

は

応

神

天

皇

の

母

神

で

、

じ

ん

ぐ

う

神

名

は

息

長

帯

比

売

命

で

す

。

主

祭

神

お

き

な

が

た

ら

し

ひ

め

の

み

こ

と

の

応

神

天

皇

(

八

幡

神

)

、

姫

大

神

と

共

に

八

幡

三

神

と

し

て

お

祀

り

さ

れ

て

い

ま

す

。

記

紀

に

よ

れ

ば

、

第

十

四

代

仲

哀

ち

ゅ

う

あ

い

天

皇

が

九

州

の

熊

襲

征

討

中

に

、

妃

の

神

功

皇

后

は

神

懸

り

し

て

、

住

吉

三

神

か

み

が

か

よ

り

新

羅

征

討

の

神

託

を

受

け

ま

す

。

し

ら

ぎ

し

か

し

仲

哀

天

皇

は

急

死

し

、

改

め

て

「

こ

の

国

は

皇

后

に

宿

る

皇

子

が

治

め

る

と

よ

い

」

と

神

託

を

受

け

た

皇

后

は

、

身

重

の

体

な

が

ら

朝

鮮

半

島

に

遠

征

し

、

三

韓

征

伐

を

遂

げ

ま

す

。

そ

の

際

、

神

功

皇

后

は

鎮

懐

石

と

い

う

玉

子

型

の

美

ち

ん

か

い

せ

き

し

い

石

を

腰

に

さ

ら

し

で

巻

き

、

出

産

を

遅

ら

せ

、

凱

旋

後

に

妊

娠

十

五

か

月

で

出

産

し

た

と

い

わ

れ

ま

す

。

後

に

は

応

神

天

皇

の

異

母

兄

で

あ

る

香

坂

王

・

忍

熊

王

の

反

乱

を

鎮

め

、

幼

か

ご

さ

か

の

み

こ

お

し

く

ま

の

み

こ

い

応

神

天

皇

を

立

太

子

し

て

自

ら

は

摂

政

と

し

て

政

治

を

執

り

行

っ

た

と

伝

え

ら

れ

ま

す

。

巫

女

的

役

割

を

成

し

、

戦

い

ぶ

り

も

勇

猛

な

神

功

皇

后

。

八

幡

神

の

母

神

と

し

て

の

聖

母

信

仰

も

篤

く

、

安

産

・

し

ょ

う

ぼ

子

育

て

の

神

と

し

て

広

く

信

仰

を

集

め

て

い

ま

す

。

(

続)

祈
祷
案
内

初

宮

詣

七

五

三

詣

家

内

安

全

厄

除

病

気

平

癒

自

動

車

祓

改

築

・

転

宅

清

祓

地

鎮

祭

な

ど

各

種

出

張

祭

典

お

電

話

で

ご

予

約

下

さ

い

☎

０

６

（

６

９

５

１

）

２

１

９

６

大
宮
神
社
の
神
さ
ま

④
母
神
・
神
功
皇
后

今

年

も

七

夕

の

笹

飾

り

を

行

い

ま

す

。

社

頭

に

ご

用

意

し

た

短

冊

に

お

願

い

事

を

書

い

て

笹

に

お

飾

り

下

さ

い

。

七

月

三

日

か

ら

七

日

ま

で
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七

月

二

十

五

日

金

曜

日

十

一

時

献

湯

神

事

二

十

六

日

土

曜

日

十

一

時

夏

季

大

祭

神

楽

奉

納

(
拝

殿

ご

昇

殿

)

午

後

三

時

～

九

時

七

夕

の

笹

飾

り

夏

祭

は

夏

休

み

の

子

供

達

で

境

内

が

賑

わ

い

ま

す

神

楽

は

拝

殿

に

て

お

受

け

頂

け

ま

す

夏

祭

神

饌

料

受

付

の

ご

案

内

春

日

社

（

本

殿

東

側

に

鎮

座

）

春

日

社

社

殿
ご
造

営

御

寄

進
の
お
願
い

境

内
だ
よ
り


